






























































































　平成30年2月7日 ( 水 )、丸ビルホールに
て、第13回成果発表会を開催しました。
　関係省庁、民間企業、一般の方々など300名
近くの方々にご参加をいただきました。
　また、成果発表会には、文部科学省研究開発
局　佐伯浩治局長らに列席いただきました。
　講演前半は、気象災害を主なテーマとした
「平成29年7月九州北部豪雨について」「2017
年3月27日に栃木県那須町で発生した雪崩災
害に関する調査研究」、今年度より新たに設置
された「首都圏を中心としたレジリエンス総合
プロジェクトの取組み」の3講演を行いました。
　講演の間に行ったポスター発表は、総数72
枚の展示があり、参加者と研究者で活発に話し
合われる様子が見られました。
　講演後半では、長年の研究成果が評価され、
防災功労者内閣総理大臣表彰、文部科学大臣
表彰の受賞につながった3名の受賞者により
ポスター発表の様子講演の様子
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行事開催報告
第13回 成果発表会を開催しました
｢災害対応支援のための情報共有及び利活用基
盤の開発｣「地震防災のための共通情報基盤の
構築を目指して」「首都圏の地震防災力の向上を
目指して」の3講演を行いました。
　参加者から質疑応答をいただくなど、各講演
共に盛況に行われました。
なお、講演ポスター概要集は、webページより
ご覧いただくことができます。
http://www.bosai.go.jp/study/publish/
